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会員および関係者の皆様ヘ

平素は当会の活動に御理解と御協力を賜り誠にありがとうございます。

昨年の3月の前事務局長 (野上ふさ子氏)辞任に関する裁判は、同年12月27日に地方裁判所にて判決が下され、

当会の訴えが全面的に認められましたが、野上ふさ子氏が判決を不服として控訴したことにより、高等裁

判所において審理が行なわれておりました。この度 (平成8年10月29日)、高等裁判所にて判決が下されま

したのでここにご報告致します。

判決では、真実の証言と物的証拠、会則などに基づき、 「昨年の3月21日に野上ふさ子氏が事務局長 ・運

営委員 ・事務局スタッフの全てを辞任したこと。それに伴い事務引継ぎ、事務所移転が全て正式に行なわ

れたこと。」が事実認定され、再び当会の訴えが認められました。

これにより控訴人野上ふさ子氏の訴えはいずれも却下されました。

既に昨年12月の一審判決後、マスコミ関係や他団体の方々は一審判決を重視してくださり、野上氏をJA

VAと して扱うところは皆無に等しい状況です。上記判決にもかかわらず、未だに野上氏は」AVAの 名

称を用いて形ばかりの印刷物を発行したり、会費や寄付金を募ったりしておりますので御注意下さい。

今年は年頭から 「野生ザルの有害駆除問題」 「大阪のホテル内での犬動物実験阻止」 「電通制作動物虐待

CM放 映中止」 「上げ馬神事 ドーピング廃止」 「クマとのプロレス興行中止」 「阪神震災復興住宅での動

物共存キャンペーン」 「化粧品の動物実験反対キャンペーン (ザ・ボディショップと共同企画)」 「不妊

去勢キャンペーン」 「化粧品アンケート」 「動物行政アンケート」等、数多くの活動に積極的に取り組ん

で参りましたが、これからも動物実験の廃止を求める活動を柱に動物の権利擁護のため、実践的に展開で

きる市民団体として、さらに活発な活動を行なって参りたいと存じますので、今後ともご支援ご協力のほ

どよろしくお願い申し上げます。

平成8年11月5日

〒150東京都渋谷区桜丘29-33‐507

JAVA(動 物実験の廃止を求める会)

事 務 局 長 椎 名晏子

副事務局長 友 野由美

スタ ッフ  ー 同

第二審 ・高等裁判所の判決内容 (平成8年10月29日)

日本件各控訴をいずれも棄却する。

■控訴費用は控話人らの負担とする。

(高等裁判所の3人の裁判官が、どのように事実を判断し、判決を下したかにつきましては、判決文第四項 「当

裁半け所も・・・」(左頁)以 降に詳しく述べられております。)

第一審 ・地方裁判所の判決内容 (平成7年12月27日)

■野上お、さ子が動物実験の廃止を求める会の代表者でないことを確認する。

■野上ふさ子は、動物実験の廃止を求める会の代表者として、 「動物実験の廃止を求める会」又は 「」

AVA」 の名称を使用してはならない。

■訴訟費用は、野上お、さ子の負担とする。

(一審の判決全文をお読みになりたい方は,事務局まで御連絡ください。)
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本
件
各
控
訴
を
い
ず
れ
も
棄
却
す
る
。

控
訴
費
用
は
控
訴
人
ら
の
負
担
と
す
る
。

事

実

及

び

理

由

一　
控
訴
人
ら
は

「①
原
判
決
を
取
消
す
。
②
被
控
訴
人
権
名
晏
子
こ
と
鶴
田

孝

子
を
代
表
者
と
す
る
動
物
実
験
の
廃
止
を
求
め
る
会

（以
下
、

「本
件
団

体

（椎
名
〉
」
と
い
う
。
）
の
訴
え
を
い
ず
れ
も
却
下
す
る
。
③
被
控
訴
人

権
名
晏
子
こ
と
館
田
孝
子

（以
下
、

「権
名
」
と
い
う
。
）
が
動
物
実
験
の

廃
止
を
求
め
る
会
の
代
表
者
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
④
被
控
訴
人
権

名
は
動
物
実
験
の
廃
止
を
求
め
る
会
の
事
務
局
長
の
肩
書
を
使
用
し
て
は
な

ら
な
い
。
⑤
被
控
訴
人
友
野
由
美
こ
と
友
納
由
美

（以
下
、

「友
野
」
と
い

う
。
）
が
動
物
実
験
の
廃
止
を
求
め
る
会
の
副
事
務
局
長
で
は
な
い
こ
と
を

確
認
す
る
。
⑥
被
控
訴
人
友
野
は
動
物
実
験
の
廃
止
を
求
め
る
会
の
副
事
務

局
長
の
肩
書
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
②
被
控
訴
人
権
名
、
同
友
野
は
動

物
実
験
の
廃
止
を
求
め
る
会
の
業
務
を
妨
害
し
て
は
な
ら
な
い
。
③
訴
訟
費

用
は
、
第

一
、
二
審
と
も
被
控
訴
人
ら
の
負
担
と
す
る
。
」
と
の
判
決
を
求
め
、

被
控
訴
人
ら
は
主
文
同
旨
の
判
決
を
求
め
た
。

一
一　
当
事
者
双
方
の
主
張
は
、
原
判
決
事
実
摘
示
の
と
お
り
で
あ
る
か
ら
、
こ

れ
を
引
用
す
る
。

言
一　
証
拠
関
係
は
、
原
審
及
び
当
審
記
録
中
の
書
証
目
録
及
び
証
人
等
目
録
記

載
の
と
お
り
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
引
用
す
る
。

四
　
当
裁
判
所
も
、
被
控
訴
人
で
あ
る
本
件
団
体

（権
名
）
の
控
訴
人
野
上
に

対
す
る
本
件
団
体
の
代
表
者
で
な
い
こ
と
の
確
認
請
求
並
び
に
動
物
実
験
の

廃
止
を
求
め
る
会
及
び
Ｊ
Ａ
Ｖ
Ａ
の
名
称
使
用
禁
止
を
求
め
る
請
求
は
理
由

が
あ
り
、
他
方
、
控
訴
人
で
あ
る
本
件
団
体

（以
下
、

「本
件
団
体

（野
上
）
」

と
い
う
。
）
の
被
控
訴
人
権
名
及
び
同
友
野
に
対
す
る
確
認
請
求
及
び
肩
書

使
用
禁
止
請
求
は
い
ず
れ
も
却
下
す
べ
き
で
あ
る
と
判
断
す
る
が
、
そ
の
理

由
は
、
次
の
と
お
り
敷
術
し
、
付
加
す
る
他
は
原
判
決
理
由
説
示
の
と
お
り

で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
引
用
す
る
。

１
　
す
な
わ
ち
、
原
判
決
掲
記
の
各
証
拠
及
び
当
審
の
証
拠

（甲
第
八
二
な
い

し
第
九
〇
号
証
、
第
九
八
号
証
、
第
九
九
号
証
、
当
審
証
人
大
間
絹
子
の
証
言
）

を
総
合
す
れ
ば
、
以
下
の
事
実
が
認
め
ら
れ
る
。

（
一
）
平
成
七
年
三
月
二
〇
日
ま
で
の
経
緯

平
成
三
年
こ
ろ
、
野
上
は
本
件
団
体
の
代
表
者
で
あ
る
事
務
局
長
の
地
位

に
あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
野
上
が
本
件
団
体
に
対
す
る
寄
付
金
を

借
入
金
と
し
て
扱
っ
た
り
す
る
会
計
処
理
の
仕
方
等
に
事
務
局
ス
タ
ッ
フ

の
中
か
ら
異
論
を
唱
え
る
者
が
で
る
よ
う
に
な
り
、
平
成
六
年

一
一
月
か

ら
は
栗
議
書
制
度
が
導
入
さ
れ
て
野
上
の
意
見
が
否
決
さ
れ
た
り
、
逆
に

野
上
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
新
運
営
委
員
が
選
任
さ
れ
た
り
す
る
よ
う

に
な
り
、
平
成
七
年
二
月

一
四
日
の
運
営
委
員
会
の
席
上
で
は
、
野
上
の

会
計
処
理
等
に
つ
い
て
批
判
が
加
え
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

野
上
は
、
同
月

一
七
日
、
運
営
委
員
の
伊
東
正
彰
に
対
し
、
電
話
で

「
ス

タ
ッ
フ
と
の
信
頼
関
係
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
事
務
局
長
を
辞
め

た
い
。
」
と
話
し
、
さ
ら
に
同
日
深
夜
友
野
に
も
電
話
を
し
て

「事
務
局

長
を
辞
め
た
い
。
」
と
話
し
た
。

（
二
）
平
成
七
年
二
月
二

一
日
の
動
き

（
１
）
そ
こ
で
、
野
上
の
真
意
を
確
認
し
て
協
議
す
る
た
め
、
同
月
二

十
日

午
前
、
急
速
運
営
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
場
で
真
意
を
尋
ね
ら

れ
た
野
上
は

「
こ
れ
ま
で
の
経
緯
で
分
か
る
よ
う
に
、
み
な
さ
ん
が
こ
れ

ほ
ど
私
に
不
信
感
を
も
っ
て
反
対
し
て
い
る
の
な
ら
、
私
と
し
て
も
こ
れ

以
上
事
務
局
長
と
し
て
会
の
活
動
を
や
り
よ
う
が
な
い
。
会
の
方
針
に
つ

い
て
も
み
な
さ
ん
と
は
意
見
が
合
わ
な
い
。
私
は
執
筆
を
通
し
て
Ｊ
Ａ
Ｖ

Ａ
の
運
動
を
強
め
て
い
き
た
い
。
」
と
述
べ
て
、
事
務
局
長
、
運
営
委
員

及
び
ス
タ
ッ
フ
の
す
べ
て
の
地
位
を
辞
任
す
る
旨
を
表
明
し
た
。
こ
れ
に

対
し
て
、
運
営
委
員
全
員
が
出
席
し
て
い
た
が
、
野
上
を
慰
留
す
る
者
は

お
ら
ず
、
野
上
の
辞
任
の
申
し
出
は
右
運
営
委
員
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
。

次
い
で
、
同
日
午
後
、
野
上
を
含
む
運
営
委
員
七
名
と
、
運
営
委
員
以
外

の
ス
タ
ッ
フ
五
名

（
一
名
は
欠
席
）
が
出
席
し
て
ス
タ
ッ
フ
会
議
が
開
か
れ
、

こ
の
席
上
で
、
同
日
午
前
中
に
運
営
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
そ

の
席
上
で
野
上
か
ら
辞
任
の
申
し
出
が
あ
り
、
そ
れ
が
承
認
さ
れ
た
旨
の

報
告
が
鈴
木
裕
子
か
ら
さ
れ
、
野
上
も
午
前
中
の
運
営
委
員
会
に
お
け
る

説
明
と
同
旨
の
説
明
を
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
際
、
野
上
は
、
自
分
が
辞

任
し
た
こ
と
を
総
会
で
報
告
し
た
ほ
う
が
い
い
で
あ
ろ
う
か
と
出
席
ス
タ

ッ
フ
に
問
い
、
出
席
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
、
総
会
で
予
定
さ
れ
て
い
た
議
事

進
行
の
都
合
上
、
野
上
が
辞
任
の
発
言
を
す
る
の
は
、
総
会
に
混
乱
を
紹

く
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
発
言
は
し
な
い
で
ほ
し
い
と
の
申
し

出
が
あ
り
、
野
上
も
総
会
で
報
告
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
拘
泥
し
な
い
様

子
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
他
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
、
野
上
に
本
件
団
体
の
顧
間

を
お
願
い
し
た
い
と
の
要
請
が
あ

っ
た
が
、
野
上
は
顧
問
就
任
に
つ
い
て

は
結
論
を
留
保
し
た
。

靭畿嵐

彦 郎 美

，著

ず
拘
と
、
戸
【
一↑

漂々



靭畿盤
（２
）
と
こ
ろ
で
、
本
件
団
体
の
事
務
所
は
、
文
京
区
千
駄
木
に
あ
り
、
野

上
の
自
宅
に
近
く
て
野
上
に
は
便
利
で
あ

っ
た
が
、
他
の
ス
タ

ッ
フ
に
は

不
便
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
従
前
か
ら
セ
カ
ン
ド
オ
フ
ィ
ス

（分
室
）

を
渋
谷
方
面
に
設
け
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
が
、
野
上
か
ら
右
辞
任
の
意

思
表
示
が
あ

っ
た
の
で
、
千
駄
木
の
事
務
所
を
維
持
す
る
必
要
性
が
な
く

な

っ
た
と
し
て
、
渋
谷
方
面
に
新
事
務
所
を
設
け
る
こ
と
が
前
示
ス
タ
ッ

フ
会
議
に
お
い
て
決
議
さ
れ
、
そ
の
費
用
と
し
て
見
込
ま
れ
た
二
〇
〇
万

円
を
支
出
す
る
旨
の
東
議
書
が
作
成
さ
れ
、
こ
れ
に
は
野
上
も

「
承
認
」

を
丸
で
囲
ん
で
承
認
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
場
で
、
野
上
か
ら
、
会
計
担

当
の
運
営
委
員
鈴
木
裕
子
に
対
し
て
、
本
件
団
体
が
使
用
し
て
い
た
貸
金

庫
の
鍵
及
び
登
録
印

（た
だ
し
、
会
計
担
当
者
が
使
用
す
る
代
理
人
の
印
）

が
交
付
さ
れ
た
。
ま
た
、
本
件
団
体
に
お
い
て
重
要
な
物
件
で
あ
る
動
物

実
験
に
つ
い
て
の
写
真
の
ネ
ガ
が
ロ
ッ
カ
ー
か
ら
出
さ
れ
て
、
ス
タ

ッ
フ

の
服
部
文
恵
に
交
付
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ま
で
野
上

一
人
が
管
理
し

て
い
た
会
員
名
簿
が
コ
ピ
ー
さ
れ
、
椎
名
と
友
野
に

一
部
が
交
付
さ
れ
た
。

（三
）
平
成
七
年
二
月
二
二
日
以
降
の
経
緯

（
１
）
雑
名
と
友
野
は
、
そ
の
後
新
事
務
所
を
探
し
、
同
月
二
九
日
に
契
約

を
し
た
が
、
そ
の
契
約
締
結
に
あ

っ
て
、
本
件
団
体
の
代
表
者
を
決
定
す

る
こ
と
が
必
要
と
な

っ
た
。
そ
こ
で
、
同
月
二
六
日
、
ス
タ

ッ
フ
の
服
部

か
ら
友
野
に
対
し
て
新
事
務
局
長
に
推
名
を
推
薦
し
、
野
上
に
顧
間
を
依

頼
す
る
等
を
主
旨
と
す
る
提
案
が
さ
れ
、
友
野
は
こ
れ
を
野
上
を
除
く
ス

タ

ッ
フ

一
二
名
全
員
に
フ
ア
ッ
ク
ス
で
送
信
し
、
こ
れ
に
対
す
る
賛
否
を

取

っ
た
と
こ
ろ
、
同
月
二
七
日
ま
で
に
全
員
か
ら
賛
成
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
が

届
き
、
椎
名
が
新
事
務
局
長
に
選
任
さ
れ
る
こ
と
が
内
定
し
た
。

（２
）
と
こ
ろ
で
、
右
提
案
に
お
い
て
は
、
前
示
の
と
お
り
野
上
に
顧
問
を

依
頼
す
る
と
の
項
目
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
友
野
は
、
参
考
に
と
考
え
て
、

野
上
に
も
同
書
面
を
送
付
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
野
上
は
こ
れ
に
対
し
感
情

的
に
な

っ
た
の
で
、
こ
れ
を
聞
い
た
友
野
が
同
月
二
九
日
野
上
方
を
訪
れ

て
謝
罪
し
た
と
こ
ろ
、
野
上
は
徐
々
に
冷
静
に
な
っ
た
よ
う
に
見
え
た
が
、

一
方
、
同
月
二
〇
日
に
は

「自
分
は
辞
任
し
て
い
な
い
」
等
と
主
張
す
る

よ
う
に
な

っ
た
。

（
３
）
そ
こ
で
、
椎
名
、
友
野
ら
運
営
委
員
は
、
同
年
四
月

一
日
に
予
定
さ

れ
て
い
た
給
会
を
こ
の
ま
ま
開
催
す
る
と
混
乱
が
予
想
さ
れ
る
と
判
断
し
、

運
営
委
員
全
員
の
賛
成
を
得
て
総
会
の
延
期
を
決
定
し
た
。
そ
の
後
、
三

月
二

一
日
、
友
野
ら
が
千
駄
木
の
旧
事
務
所
に
お
い
て
資
料
等
を
引
き
上

げ
よ
う
と
し
て
、
野
上
か
ら
抗
議
を
受
け
て

一
旦
断
念
し
、
再
度
同
年
四

月
七
日
に
被
控
訴
人
ら
代
理
人
の
立
会
い
を
受
け
て
こ
れ
を
引
き
上
げ
る

等
の
混
乱
が
あ
り
、
野
上
は
、
同
月

一
日
付
で
、
椎
名
、
友
野
、
鈴
木
、

山
本
万
規
子
、
小
川
明
子
を
除
名
す
る
旨
の
通
知
を
全
会
員
に
発
送
し
、

本
件
団
体
宛
郵
便
物
の
新
事
務
所

へ
の
転
送
届
の
無
効
届
を
出
し
た
り
し

て
お
り
、
四
月
二
二
日
に
は
本
件
団
体

〈野
上
）
が
、
本
件
団
体

（椎
名
）

と
は
別
に
本
件
団
体
の
結
会
と
称
す
る
会
合
を
開
催
し
て
お
り
、
こ
れ
に

対
し
て
、
本
件
団
体

（椎
名
〉
も
、
同
団
体
名
で
、
野
上
に
対
し
、
野
上

を
除
名
し
た
旨
の
通
知
を
同
年
四
月

一
七
日
付
け
で
行
い
、
さ
ら
に
翌
五

月
七
日
に
は
本
件
団
体

〈推
名
）
に
お
い
て
、
本
件
団
体

〈野
上
〉
と
は

別
個
に
本
件
団
体
の
総
会
と
称
す
る
会
合
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
お
り
、

両
者
は
完
全
な
分
裂
状
態
に
な
っ
た
。

２
　
以
上
の
認
定
事
実
に
よ
れ
ば
、
野
上
は
、
平
成
七
年
三
月
二
一
日
に

速
開
催
さ
れ
た
運
営
委
員
会
の
席
上
、
事
務
局
長
を
辞
任
す
る
旨
の
意
思

表
明
を
し
、
こ
れ
が
同
運
営
委
員
会
で
承
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
同

日
を
も
っ
て
野
上
の
辞
任
が
確
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

控
訴
人
ら
は
、
当
審
に
お
い
て
、
右
三
月
二

一
日
に
、
野
上
が

「総
会
を

機
に
群
任
し
た
い
」
と
述
べ
た
と
の
事
実
を
前
提
に
種
々
の
主
張
を
す
る
が
、

当
審
提
出
の
甲
第
八
二
な
い
し
第
九
〇
号
証
、
当
審
証
人
大
問
絹
子
の
証

言
に
よ
れ
ば

「総
会
を
機
に
」
と
い
う
言
葉
は
野
上
の
日
か
ら
は
述
べ
ら

れ
て
お
ら
ず
、
前
示
の
と
お
り
、
野
上
は
そ
の
よ
う
な
留
保
な
い
し
は
条

件
な
し
に

「辞
任
し
た
い
」
旨
述

べ
た
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
控
訴
人
ら
は
、
ス
タ

ッ
フ
が

「野
上
の
辞
任
は
ス
タ

ツ
フ
レ
ベ
ル
の
こ
と
と
し
て
、
外
部
と
の
二
本
立
て
に
し
、
総
会
後
に
辞
任

・

新
体
制
を
公
に
す
れ
ば
よ
い
」
と
考
え
て
い
た
か
ら
、
野
上
は
総
会
ま
で

辞
任
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
旨
主
張
す
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
辞
任
と
そ

の
公
表
を
混
同
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
採
用
で
き
な
い
。

そ
の
他
、
控
訴
人
ら
は
、
野
上
が
二
月
二

一
日
に
は
辞
任
し
て
い
な
い
と

し
て
種
々
の
主
張
を
す
る
が
、
こ
れ
ら
が
採
用
で
き
な
い
こ
と
は
、
原
判

決
三

一
頁
三
行
日
か
ら
二
九
頁

一
〇
行
日
ま
で
に
記
載
の
と
お
り
で
あ
る
。

さ
ら
に
付
言
し
て
い
え
ば
、
右
控
訴
人
ら
の
主
張
の
内
に
は
、
平
成
七
年

二
月
二

一
日
以
降
も
事
務
局
長
を
勤
め
て
い
る
か
の
ご
と
き
野
上
の
行
動

や
こ
れ
を
容
認
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
運
営
委
員
や
ス
タ
ッ
フ
の
行
動
を

基
礎
に
、
野
上
が
辞
任
し
て
い
な
か
っ
た
証
左
で
あ
る
と
の
趣
旨
の
主
張

が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
野
上
の
動
き
と
こ
れ
に
対
す
る

運
営
委
員
及
び
ス
タ
ッ
フ
の

一
種
曖
昧
な
態
度
は
、
当
審
証
人
大
間
絹
子
が
、

野
上
の
辞
任
に
つ
い
て

「気
持
と
し
て
は
辞
任
を
了
解
し
て
い
る
が
、
形

と
し
て
、
明
日
か
ら
来
な
い
で
く
だ
さ
い
と
い
う
角
の
立
つ
こ
と
は
し
た

く
な
い
と
い
う
感
じ
で
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
共
通

の
目
標
に
向
け
て
運
動
を
し
て
き
た
同
志
と
し
て
、
辞
任
し
た
者
を
直
ち

に
排
除
し
な
か
っ
た
と
い
う
温
情
に
起
因
す
る
も
の
と
理
解
で
き
る
の
で

あ

っ
て
、
こ
の
よ
う
な
動
き
か
ら
、
野
上
は
辞
任
し
て
い
な
か
っ
た
と
認

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
わ
ぎ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

３
　
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
か
ら
、
被
控
訴
人
権
名
が
本
件
団
体
の
代
表
者

で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
本
件
団
体

（椎
名
）
の
請
求
は
原
判
決
主
文
第

一
、

二
項
の
限
度
で
認
容
す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
本
件
団
体

〈野
上
）
の
訴
え

は
こ
れ
を
却
下
す
べ
き
で
あ
る
。

五
　
よ
っ
て
、
本
件
各
控
訴
は
い
ず
れ
も
理
由
が
な
い
の
で
こ
れ
を
菜
却
す
る

こ
と
と
し
、
控
訴
費
用
の
負
担
に
つ
い
て
、
民
訴
法
九
五
条
、
八
九
条
、
九

三
条
を
適
用
し
て
、
主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。
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